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社会人としての心構え 

卒業の季節が近づいてきました。社会へと巣立っていく人、学校で勉強を重ねる人、進み方はいろ
いろですが、「社会人」とは、どんな人のことでしょうか。社会人になる前の心構えを、８個紹介し
ます。これから働く人もそうではない人も、自分は次のことができているか、一度考えてみましょう。 

 

１「時間厳守」 
 社会に出ると遅刻はあなたの評価や信頼を下げてしまいます。出社するとき、会議があるときなどは、

10分前には集まるようにしましょう。遅刻しそうなときは、理由と着く時間を、上司に報告します。 

 

２「体調管理」 

 「規則正しい生活」「予防接種を受ける」等して、いつも健康で働けるようにしましょう。体調不良で

休む時は上司に連絡をし、一緒に働いている人に迷惑をかけることになりますから、お礼を言いましょう。 

 

３「あいさつ」 

 会社の中でも外でも元気よくあいさつをしましょう。あいさつを返してくれない人が 

いても、あなたは気持ちのよい挨拶を続けましょう。心が明るくなりますよ。 

 

４「自分から進んで行動」 

 会社などでは、忙しくて新入社員のあなたに構っていられないときがあります。そんなとき「何

か仕事はありますか？」と聞けるようになりましょう。 

 

５「失敗を恐れない」 

 「先輩と語る会」で赤坂氏も話していましたね。新入社員だから失敗することもあります。 

チャレンジが大切です。でも、何回も同じ失敗を繰り返すことはないようにしましょう。 

 

６「報連相を徹底」 

 「報連相」何回も聞いたことがありますね。これは、すべての仕事の基本となることです。あな

たのお父さんやお母さん、そして先生たちも「報連相」を大切にしています。 

 

７「謙虚な気持ちと感謝の気持ち」 

 相手の意見や考えを素直に受け入れる気持ちを大切にしましょう。新入社員は、周りの人から仕事を

教えていただくことが多くあります。感謝の気持ちを伝えると、もっと教えてもらうことができます。 

 

８「人の話を聞く」 
 当たり前のことなのですが、相手の話をきちんと聞くことは難しいです。話を聞くときは 

メモを取りましょう。そのために、いつも紙とペンを側に置いておきましょう。分からない 

ときは、質問をしましょう。 

しんろだより  ～道～ 



発行内容、お問い合わせについて 
進路指導部報「しんろだより～道～」は、保護者の皆様へ進路に関するたくさんの情報をお伝えしていき

ます。学校ホームページにも掲載しておりますので、どうぞご覧になってください。 

（ホームページＵＲＬ：http://www.kagayaki.akita-pref.ed.jp/chokaku-s/） 

他にも進路に関して知りたい情報や疑問等がございましたら、お気軽に校長、教頭、担任、進路指導部員

にお話しください 

◎会社への連絡の仕方 
① 緊急時の連絡先（FAX 番号やメールアドレス等）を覚えておきましょう。みんな仕事があり

ますから、時間に余裕をもって連絡をしましょう。 

② 会社に FAX やメールアドレスがない場合は、電話リレーサービスを利用して 

会社に電話を掛けることができます。聴覚障害者と聴者を電話でつないでくれ 

るサービスです。詳しくはＨＰを見るか、DVD がありますので、進路指導部 

までお知らせください。 

 

消費者トラブルに注意！！ 

最近では、インターネットやスマートフォンの普及により、手軽に様々な買い物ができるように

なったことで、中高生などの未成年者が消費者トラブルに巻き込まれるケースが増えてきています。

トラブルに巻き込まれないためには、正しい知識を身に付けることが大切です。 

 

◎こんなとき・・・どうする？ 

【ケース１】 

 無料の動画サイトにアクセスしたつもりが、多額のお金を請求されてしまった。 

⇒ 

 

 

 

 

・契約は双方の合意がないと成立しないため、このようなワンクリック詐欺のケースでは、支払い

をする必要はありません。また、こちらから連絡しなければ、名前や住所等の個人情報が特定さ

れることもないため、無視をするのが一番よい方法です。 

 

【ケース２】 

 先輩から「知り合いを勧誘すると、簡単に必ずもうかるアルバイトがある」と誘われた。 

⇒ 

 

 

 

・他の人を勧誘すれば利益が得られると言って、商品やサービスを契約させ、組織を拡大していく

販売方法を、マルチ商法と言います。信頼できる人からの話でも、もうけ話などは安易に信用し

てはいけません。お金を失うだけでなく、友達関係が壊れ、自分が加害者になってしまう場合も

あります。また最近では、先輩や友人等の身近な人だけでなく、ＳＮＳ上で知り合った人から勧

誘を受けるケースも増えています。 
 

 

 

・身に覚えのない請求については支払わない。 
・スマートフォン上に表示されている画面を削除する。 
・請求の電話やメールがきても無視する。 
・執拗に請求の連絡がくる場合は、国民生活センターや警察に相談する。 

・簡単にもうかる仕事はない。 
・安易に契約すると、お金と友達の両方を失うことに。 
・怪しいと思ったらきっぱり断る。 

おかしいな？と思ったときには、自分だけで解決しようとせず、まずは家族や学校に相談しましょう 

http://www.kagayaki.akita-pref.ed.jp/chokaku-s/

